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第 6 章 廃棄物等の発生と循環利用量等の将来見込み 

 

6.1 産業廃棄物に関する基本的な設定事項及び条件等について 

6.1.1 産業廃棄物排出量等の将来見込みについて 

 産業廃棄物の排出量及び循環利用量等の平成 27 年度の見込みは、現状における産業廃

棄物の実績値と現行の平成 22 年度の循環基本計画の目標値に対する達成度合い等を考慮

し設定を行った。 

 

6.1.2 非金属鉱物系産業廃棄物の発生等の種類別の将来見込み 

 非金属鉱物系産業廃棄物の発生等の将来見込みは、燃え殻、上水汚泥、その他無機性汚

泥、廃酸、廃アルカリ、ガラス陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじんの 10 品目に区

分し設定した。 

 

表 6-1-1 燃え殻(非金属鉱物系) 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 189 1.00 63 1.00 41 1.00 85 1.00

平成17年度 186 0.98 1.00 124 1.97 1.00 27 0.66 1.00 35 0.41 1.00

現行計画目標 平成22年度 189 1.00 1.02 143 2.27 1.15 28 0.68 1.03 18 0.21 0.52

見込み 平成27年度 186 0.98 1.00 143 2.27 1.15 25 0.60 0.91 18 0.21 0.52

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

 

 

表 6-1-2 上水汚泥(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 823 1.00 38 1.00 727 1.00 58 1.00

平成17年度 730 0.89 1.00 51 1.35 1.00 650 0.89 1.00 29 0.50 1.00

現行計画目標 平成22年度 856 1.04 1.17 60 1.58 1.17 745 1.02 1.15 51 0.88 1.76

見込み 平成27年度 856 1.04 1.17 92 2.41 1.79 745 1.02 1.15 19 0.33 0.67

減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○平成17年に対して平成27
年を179％とする

○平成12年に対して平成27
年を33％とする

○現行(平成22年度)目標を
継続する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-3 その他無機性汚泥(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 6,561 1.00 861 1.00 4,716 1.00 984 1.00

平成17年度 5,135 0.78 1.00 739 0.86 1.00 3,961 0.84 1.00 435 0.44 1.00

現行計画目標 平成22年度 6,689 1.02 1.30 1,080 1.25 1.46 5,128 1.09 1.29 481 0.49 1.11

見込み 平成27年度 5,135 0.78 1.00 846 0.98 1.15 3,991 0.85 1.01 298 0.30 0.69

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成17年に対して平成27
年を115％とする

○平成12年に対して平成27
年を30％とする

○現状(平成17年度実績)を
維持する

実績

考え方

発生 循環利用量
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表 6-1-4 廃酸(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 294 1.00 72 1.00 206 1.00 16 1.00

平成17年度 248 0.84 1.00 97 1.35 1.00 132 0.64 1.00 18 1.15 1.00

現行計画目標 平成22年度 294 1.00 1.19 72 1.00 0.74 206 1.00 1.56 16 1.00 0.87

見込み 平成27年度 248 0.84 1.00 100 1.39 1.03 132 0.64 1.00 16 1.00 0.87

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成17年に対して平成27
年を103％とする

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

 

 

表 6-1-5 廃アルカリ(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 156 1.00 43 1.00 104 1.00 9 1.00

平成17年度 208 1.33 1.00 46 1.06 1.00 145 1.39 1.00 17 1.94 1.00

現行計画目標 平成22年度 156 1.00 0.75 43 1.00 0.94 104 1.00 0.72 9 1.00 0.52

見込み 平成27年度 156 1.00 0.75 46 1.07 1.00 101 0.97 0.70 9 1.00 0.52

減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-6 ガラス陶磁器くず(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 480 1.00 210 1.00 1 1.00 269 1.00

平成17年度 456 0.95 1.00 305 1.45 1.00 0 0.00 151 0.56 1.00

現行計画目標 平成22年度 480 1.00 1.05 378 1.80 1.24 0 0.00 102 0.38 0.68

見込み 平成27年度 456 0.95 1.00 374 1.78 1.23 0 0.00 82 0.30 0.54

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成12年に対して平成27
年を178％とする

○平成12年に対して平成27
年を30％とする

 

 

表 6-1-7 鉱さい(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 1,645 1.00 1,298 1.00 0 347 1.00

平成17年度 2,619 1.59 1.00 2,391 1.84 1.00 0 228 0.66 1.00

現行計画目標 平成22年度 1,645 1.00 0.63 1,497 1.15 0.63 0 148 0.43 0.65

見込み 平成27年度 1,645 1.00 0.63 1,497 1.15 0.63 0 148 0.43 0.65

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する
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表 6-1-8 がれき類(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 5,883 1.00 4,895 1.00 0 988 1.00

平成17年度 6,056 1.03 1.00 5,765 1.18 1.00 0 291 0.29 1.00

現行計画目標 平成22年度 7,036 1.20 1.16 6,684 1.37 1.16 0 352 0.36 1.21

見込み 平成27年度 6,975 1.19 1.15 6,684 1.37 1.16 0 291 0.29 1.00

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○平成12年に対して平成27
年を119％とする

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

 

 

表 6-1-9 ばいじん(非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 1,077 1.00 611 1.00 84 1.00 382 1.00

平成17年度 1,734 1.61 1.00 1,240 2.03 1.00 222 2.64 1.00 272 0.71 1.00

現行計画目標 平成22年度 1,284 1.19 0.74 970 1.59 0.78 231 2.75 1.04 83 0.22 0.30

見込み 平成27年度 1,284 1.19 0.74 929 1.52 0.75 164 1.96 0.74 191 0.50 0.70

減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○平成12年に対して平成27
年を152％とする

○平成12年に対して平成27
年を50％とする

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

 

6.1.3 バイオマス系産業廃棄物の発生等の種類別の将来見込み 

 バイオマス系産業廃棄物の発生等の将来見込みは、下水汚泥、その他の有機性汚泥、紙

くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、家畜ふん尿、家畜の死体の 9 品目に

区分し設定した。 

 

表 6-1-10 下水汚泥(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 7,580 1.00 191 1.00 7,294 1.00 95 1.00

平成17年度 7,961 1.05 1.00 207 1.08 1.00 7,698 1.06 1.00 56 0.59 1.00

現行計画目標 平成22年度 9,609 1.27 1.21 242 1.27 1.17 9,242 1.27 1.20 125 1.32 2.24

見込み 平成27年度 8,595 1.13 1.08 242 1.27 1.17 8,321 1.14 1.08 32 0.33 0.57

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○平成12年に対して平成27
年を113％とする

○平成12年に対して平成27
年を127％とする

○平成12年に対して平成27
年を33％とする

○平成12年に対して平成27
年を114％とする
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表 6-1-11 その他の有機性汚泥(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 3,954 1.00 331 1.00 3,001 1.00 622 1.00

平成17年度 4,943 1.25 1.00 711 2.15 1.00 3,813 1.27 1.00 419 0.67 1.00

現行計画目標 平成22年度 3,842 0.97 0.78 416 1.26 0.59 3,123 1.04 0.82 303 0.49 0.72

見込み 平成27年度 4,943 1.25 1.00 941 2.84 1.32 3,813 1.27 1.00 188 0.30 0.45

減量化量 最終処分量

○平成12年に対して平成27
年を125％とする

○平成17年に対して平成27
年を132％とする

○平成12年に対して平成27
年を30％とする

○現状(平成17年度実績)を
維持する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-12 紙くず(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 216 1.00 107 1.00 90 1.00 19 1.00

平成17年度 175 0.81 1.00 111 1.04 1.00 52 0.58 1.00 11 0.58 1.00

現行計画目標 平成22年度 216 1.00 1.24 111 1.04 1.00 98 1.09 1.87 7 0.37 0.64

見込み 平成27年度 175 0.81 1.00 116 1.09 1.04 52 0.58 1.00 6 0.33 0.57

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成12年に対して平成27
年を109％とする

○平成12年に対して平成27
年を33％とする

○現状(平成17年度実績)を
維持する

 

 

表 6-1-13 木くず(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 551 1.00 206 1.00 290 1.00 55 1.00

平成17年度 595 1.08 1.00 377 1.83 1.00 174 0.60 1.00 45 0.81 1.00

現行計画目標 平成22年度 572 1.04 0.96 464 2.25 1.23 89 0.31 0.51 19 0.35 0.43

見込み 平成27年度 572 1.04 0.96 464 2.25 1.23 89 0.31 0.51 19 0.35 0.43

減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-14 繊維くず(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 8 1.00 1 1.00 5 1.00 2 1.00

平成17年度 9 1.16 1.00 3 3.01 1.00 4 0.82 1.00 2 1.09 1.00

現行計画目標 平成22年度 8 1.00 0.86 6 6.00 2.00 1 0.20 0.24 1 0.50 0.46

見込み 平成27年度 9 1.16 1.00 4 4.18 1.39 4 0.82 1.00 1 0.50 0.46

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成17年に対して平成27
年を139％とする

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現状(平成17年度実績)を
維持する
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表 6-1-15 動植物性残さ(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 405 1.00 126 1.00 251 1.00 28 1.00

平成17年度 321 0.79 1.00 174 1.38 1.00 136 0.54 1.00 11 0.40 1.00

現行計画目標 平成22年度 405 1.00 1.26 322 2.56 1.85 55 0.22 0.40 28 1.00 2.50

見込み 平成27年度 321 0.79 1.00 174 1.38 1.00 136 0.54 1.00 11 0.40 1.00

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-16 ゴムくず(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 4 1.00 1 1.00 0 3 1.00

平成17年度 5 1.37 1.00 2 1.93 1.00 1 1.00 2 0.81 1.00

現行計画目標 平成22年度 4 1.00 0.73 1 1.00 0.52 1 0.88 2 0.67 0.83

見込み 平成27年度 5 1.37 1.00 2 1.93 1.00 1 1.00 2 0.81 1.00

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

 

 

表 6-1-17 家畜ふん尿(バイオマス系） 
（単位:万t)

対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 9,049 1.00 1,357 1.00 7,219 1.00 356 1.00 117 1.00

平成17年度 8,720 0.96 1.00 1,237 0.91 1.00 7,012 0.97 1.00 341 0.96 1.00 131 1.12 1.00

現行計画目標 平成22年度 9,049 1.00 1.04 1,810 1.33 1.46 6,787 0.94 0.97 356 1.00 1.05 96 0.82 0.73

見込み 平成27年度 8,720 0.96 1.00 1,329 0.98 1.07 7,012 0.97 1.00 355 1.00 1.04 24 0.21 0.18

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実
績)を維持する

○平成17年に対して平
成27年を107％とする

○平成17年に対して平
成27年を18％とする

○現状(平成17年度実
績)を維持する

自然還元

○現状(平成17年度実
績)を維持する

 
 

表 6-1-18 家畜死体(バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 16 1.00 13 1.00 1 1.00 2 1.00

平成17年度 20 1.22 1.00 12 0.94 1.00 4 4.36 1.00 3 1.47 1.00

現行計画目標 平成22年度 16 1.00 0.82 13 1.00 1.06 1 1.00 0.23 2 1.00 0.68

見込み 平成27年度 20 1.22 1.00 13 1.00 1.06 5 4.55 1.04 2 1.00 0.68

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○現行(平成22年度)目標を
継続する

実績

考え方

発生 循環利用量
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6.1.4 金属系産業廃棄物の発生等の種類別の将来見込み 

 金属系産業廃棄物の発生等の将来見込みは、以下のとおりである。 

 

表 6-1-19 金属くず(金属系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 810 1.00 680 1.00 0 130 1.00

平成17年度 1,095 1.35 1.00 1,033 1.52 1.00 0 61 0.47 1.00

現行計画目標 平成22年度 810 1.00 0.74 749 1.10 0.72 0 61 0.47 1.00

見込み 平成27年度 1,095 1.35 1.00 1,055 1.55 1.02 0 39 0.30 0.64

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○平成12年に対して平成27
年を155％とする

○平成12年に対して平成27
年を30％とする

 

 

 

6.1.5 化石系産業廃棄物の発生等の種類別の将来見込み 

 化石系産業廃棄物の発生等の将来見込みは、廃プラスチック類、廃油の 2 品目に区分し

設定した。 

 

表 6-1-20 廃プラスチック類(化石系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 579 1.00 142 1.00 177 1.00 260 1.00

平成17年度 605 1.05 1.00 230 1.62 1.00 180 1.02 1.00 195 0.75 1.00

現行計画目標 平成22年度 579 1.00 0.96 196 1.38 0.85 177 1.00 0.98 206 0.79 1.05

見込み 平成27年度 579 1.00 0.96 373 2.62 1.62 128 0.72 0.71 79 0.30 0.40

減量化量 最終処分量

○現行(平成22年度)目標を
継続する

○平成12年に対して平成27
年を262％とする

○平成12年に対して平成27
年を30％とする

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-1-21 廃油(化石系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 325 1.00 84 1.00 225 1.00 16 1.00

平成17年度 347 1.07 1.00 130 1.55 1.00 206 0.92 1.00 10 0.65 1.00

現行計画目標 平成22年度 325 1.00 0.94 99 1.18 0.76 225 1.00 1.09 1 0.06 0.10

見込み 平成27年度 347 1.07 1.00 156 1.86 1.20 190 0.84 0.92 1 0.06 0.10

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○平成12年に対して平成27
年を186％とする

○現行(平成22年度)目標を
継続する

実績

考え方

発生 循環利用量
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6.2 一般廃棄物に関する基本的な設定事項及び条件等について 

 一般廃棄物については、「廃棄物処理施設整備計画」と整合を取りつつ、平成 27 年度の

目標を設定することを基本とした。 

 具体的な見込み量は、「6.2.2 平成 27 年度の一般廃棄物の発生量について」、「6.2.3 平

成 27 年度の一般廃棄物の循環利用量について」に示すとおりであるが、いずれもの見込み

量も推計の一例である。 

 

6.2.1 一般廃棄物の推計区分と算出方法 

(1)推計区分 

平成 12 年度を基準年とし計画を策定するために、平成 12 年度及び現状（平成 17 年度）

のごみ量を下表のとおり区分し、種類別量を推計する。 

 

表 6-2-1 一般廃棄物の種類別の推計区分 

排出源 区分 種類 

生活系ごみ 一般ごみ 集団回収及び資源ごみとして分別収集さ

れるものを除くごみ 

（以下、「未分別ごみ」という） 

粗大ごみ  

事業系ごみ   

 

 

(2)ごみの種類別内訳の算出方法 

一般廃棄物処理事業実態調査では、排出源（生活系、事業系）別の排出量、収集区分別

排出量（可燃ごみ、資源ごみ、粗大ごみ、直接搬入ごみ等）および収集主体別の排出量（直

営、委託、許可）が調査されている。しかし、収集区分別の排出源は調査されていないた

め次の方法で生活系ごみの内訳を推計した。 

 

排出源 

 

収集区分 

収集主体 

 直営/委託

収集 

許可業者

収集 

直接搬入 

生活系ごみ Ａ  一般ごみ Ｘ１ Ｘ２  

事業系ごみ Ｂ  粗大ごみ Ｙ１ Ｙ２ 

  

合 計   Ｃ 

 直接搬入ご

み 

 Ｚ 

  合 計  Ｃ 

 

排出（事業系あるいは家庭系）、収集運搬主体別（直営、許可等）の集計結果より、①許

可業者収集量<X2+Y2>＋直接搬入量<Z>＞事業系ごみ量<B>の場合、許可業者収集は全量

が事業系としたうえで、直接搬入量の一部に生活系ごみが含まれると考える。一方、②許
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可業者収集量<X2+Y2>＋直接搬入量<Z>＜事業系ごみ量<B>であれば、許可業者収集及び

直接搬入は全量が事業系としたうえで、両辺の差分が収集直営収集及び委託収集に含まれ

ると考える。 

 

(3)平成 12 年度実績のごみ種別内訳 

平成 12 年度の全国値は前記の②に該当するため、以下の手順で算出する。 

①事業系収集ごみ（許可収集分） 

ごみ総排出量のうち、許可業者による収集運搬分を事業系収集ごみとする。（平成 12

年度実績：12,022 千トン） 

②事業系直接搬入ごみ 

直接搬入ごみの総量（同：5,373 千トン）を事業系直接搬入ごみとする。 

③事業系収集ごみ（直営及び委託収集分） 

事業系ごみ総量（同：17,990 千トン）と①＋②の合計との差分が直営収集あるいは委

託収集ごみに含まれる事業系収集ごみ（直営もしくは委託収集分）とする。（＝17,990

－12,022－5,373＝594 千トン） 

ごみ種別、収集運搬主体別の割合は家庭系ごみを含む量と同じと仮定し、例えば直営

収集の可燃ごみには以下の事業系ごみが含まれるとする。 

  (1)可燃ごみ／直営収集量 ：10,626 千トン 

  (2)直営収集量＋委託収集量：17,310＋17,363 千トン 

  (3)可燃ごみ／直営収集量の割合：10,626／（17,310＋17,363）＝30.6％ 

  (4)可燃ごみ／直営収集量に含まれる事業系ごみの量：594×30.6％＝182 千トン 

同様に他のごみ種についても算出。 

④生活系ごみ 

ごみ総排出量から、許可事業者による収集分、直接搬入分および③で産出された直営

収集及び委託収集に含まれる事業系ごみを除いたものを生活系ごみとする。 

⑤資源回収分を除く生活系ごみ量 

資源回収分を除く生活系収集ごみを混合ごみ、可燃ごみ、不燃ごみ、その他のごみ及

び粗大ごみとする。 

・混合ごみ（3,920）＋可燃ごみ（22,347）＋不燃ごみ（2,846）＋その他のごみ（143）

＋粗大ごみ（1,276）＝30,533 千トン 
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平成１２年度実績の例

【総量：生活系＋事業系】 （ｔ／年） 【データ参照場所】
直営 委託 許可 計 シート名 列名

混合ごみ 3,309,417 679,291 2,456,686 6,445,394 ごみ搬入量内訳 G～J
可燃ごみ 10,626,488 12,109,863 8,758,080 31,494,431 ごみ搬入量内訳 K～N
不燃ごみ 1,404,894 1,490,816 450,484 3,346,194 ごみ搬入量内訳 O～R
資源ごみ 1,252,995 2,354,680 204,106 3,811,781 ごみ搬入量内訳 S～V
その他 68,442 77,366 49,201 195,009 ごみ搬入量内訳 W～Z
粗大ごみ 648,038 650,586 103,890 1,402,514 ごみ搬入量内訳 AA～AD
直接搬入ごみ 5,373,367 ごみ搬入量内訳 AE
集団回収 2,765,333 資源化量内訳 BF

計 17,310,274 17,362,602 12,022,447 54,834,023

生活系ごみ 36,844,270 ごみ搬入量内訳 C
事業系ごみ 17,989,753 ごみ搬入量内訳 D

計 54,834,023

②事業系ごみ

17,989,753

【搬入割合：上記表の網掛け部分】
直営 委託 直営 委託

混合ごみ 9.5% 2.0% 56,690 11,636
可燃ごみ 30.6% 34.9% 182,029 207,439
不燃ごみ 4.1% 4.3% 24,066 25,537
資源ごみ 3.6% 6.8% 21,464 40,335
その他 0.2% 0.2% 1,172 1,325
粗大ごみ 1.9% 1.9% 11,101 11,144

49.9% 50.1% 296,521 297,418

【事業系ごみ】 （ｔ／年）

直営 委託 許可 計

混合ごみ 56,690 11,636 2,456,686 2,525,012
可燃ごみ 182,029 207,439 8,758,080 9,147,549
不燃ごみ 24,066 25,537 450,484 500,087
資源ごみ 21,464 40,335 204,106 265,905
その他 1,172 1,325 49,201 51,699
粗大ごみ 11,101 11,144 103,890 126,135
直接搬入ごみ 5,373,367
集団回収

計 296,521 297,418 12,022,447 17,989,753

【生活系ごみ：総量－事業系ごみ】 （ｔ／年）

直営 委託 許可 計
資源回収を除く
合計（ｔ／年）

同
(g/人日)

混合ごみ 3,252,727 667,655 3,920,382 3,920,382 85
可燃ごみ 10,444,459 11,902,424 22,346,882 22,346,882 483
不燃ごみ 1,380,828 1,465,279 2,846,107 2,846,107 62
資源ごみ 1,231,531 2,314,345 3,545,876
その他 67,270 76,041 143,310 143,310 3
粗大ごみ 636,937 639,442 1,276,379 1,276,379 28
直接搬入ごみ
集団回収 2,765,333

計 17,013,753 17,065,184 36,844,270 30,533,061 660

①許可収集量＋直搬搬入量
②－①の差がマイナスのため、差分
は直営及び委託収集に含まれる事
業系収集ごみとする

17,395,814

直営及び委託収集に含まれる種
類別の事業系ごみ量

計
100.0% 593,939

-593,939

 

注）「データ参照場所」は環境省ＨＰに掲載されている、一般廃棄物処理実態調査結果⇒平成１２年度⇒処理状況⇒全体集

計結果⇒全体集計結果（ごみ処理状況）.xls 中の列名を示す。 
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(4)平成 17 年度実績のごみ種別内訳 

平成 17 年度の全国値は前記の①に該当するため、以下の手順で算出する。 

①生活系収集ごみ 

ごみ総排出量のうち、市町村等による直営収集、市町村等からの委託収集は生活系収

集ごみとする。（平成 17 年度実績：32,650 千トン） 

②事業系収集ごみ 

ごみ総排出量のうち、許可業者による収集運搬分は事業系収集ごみとする。（同：

11,993 千トン） 

③事業系直接搬入ごみ 

事業系ごみ総量（同：16,245 千トン）と②の事業系収集ごみとの差分が事業系直接搬

入ごみとする。（＝16,245－11,993＝4,252 千トン） 

④生活系直接搬入ごみ 

直接搬入ごみ総量（同：5,093 千トン）と③の事業系直接搬入ごみとの差分が生活系

直接搬入とする。（＝5,093－4,252＝841 千トン） 

生活系直接搬入ごみの種類は、不燃ごみ、資源ごみ、粗大ごみとし、それぞれの生活

系収集ごみの割合で搬入されていると仮定しそれぞれ次のとおりとする。 

・不燃ごみ：29.4％×841 千トン＝247 千トン 

・資源ごみ：62.2％×841 千トン＝523 千トン 

・粗大ごみ： 8.4％×841 千トン＝ 71 千トン 

⑤資源回収分を除く生活系ごみ量 

資源回収分を除く生活系収集ごみを混合ごみ、可燃ごみ、不燃ごみ、その他のごみ及

び粗大ごみとして、それぞれの生活系収集ごみに生活系直接搬入ごみの相当分を加算

したものとする。 

・混合ごみ（2,394）＋可燃ごみ（22,398）＋不燃ごみ（2,242＋247）＋その他のご

み（224）＋粗大ごみ（644＋71）＝28,220 千トン 
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平成１７年度実績の例
（ｔ／年） 【データ参照場所】

直営 委託 許可 計 シート名 列名
混合ごみ 1,550,341 843,350 1,635,189 4,028,880 ごみ搬入量内訳 G～J
可燃ごみ 9,461,110 12,936,403 9,654,085 32,051,598 ごみ搬入量内訳 K～N
不燃ごみ 1,091,833 1,150,060 326,284 2,568,177 ごみ搬入量内訳 O～R
資源ごみ 1,428,875 3,320,342 263,840 5,013,057 ごみ搬入量内訳 S～V
その他 38,649 185,560 35,793 260,002 ごみ搬入量内訳 W～Z
粗大ごみ 290,828 352,857 77,738 721,423 ごみ搬入量内訳 AA～AD
直接搬入ごみ 5,092,913 ごみ搬入量内訳 AE
集団回収 2,996,428 資源化量内訳 DB

計 13,861,636 18,788,572 11,992,929 52,732,478

生活系ごみ 36,487,229 ごみ搬入量内訳 C
事業系ごみ 16,245,249 ごみ搬入量内訳 D

計 52,732,478

②事業系ごみ
16,245,249 840,593

【生活系ごみ】 （ｔ／年）
直営 委託 許可 計

混合ごみ 1,550,341 843,350 2,393,691
可燃ごみ 9,461,110 12,936,403 22,397,513
不燃ごみ 1,091,833 1,150,060 2,241,893
資源ごみ 1,428,875 3,320,342 4,749,217
その他 38,649 185,560 224,209
粗大ごみ 290,828 352,857 643,685
直接搬入ごみ 840,593
集団回収 2,996,428

計 13,861,636 18,788,572 0 36,487,229 　　　　不燃ごみ・資源ごみ・粗大ごみに案分

【生活系ごみ】 （ｔ／年）

直営 委託 許可 計 生活系直搬分 合　　計
資源回収を除く

合　　計
混合ごみ 1,550,341 843,350 2,393,691 2,393,691 2,393,691
可燃ごみ 9,461,110 12,936,403 22,397,513 22,397,513 22,397,513
不燃ごみ 1,091,833 1,150,060 2,241,893 246,833 2,488,726 2,488,726
資源ごみ 1,428,875 3,320,342 4,749,217 522,890 5,272,107
その他 38,649 185,560 224,209 224,209 224,209
粗大ごみ 290,828 352,857 643,685 70,870 714,555 714,555
直接搬入ごみ 840,593
集団回収 2,996,428 2,996,428

計 13,861,636 18,788,572 0 36,487,229 840,593 36,487,229 28,218,694

①許可収集量＋直搬搬入量
17,085,842

①と②の差が生活系直接搬入ごみ
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(5)平成 12 年度及び現状(平成 17 年度)のごみ種類別内訳のまとめ 

 平成12年度及び現状(平成17年度)のごみ種類別内訳を整理すると以下のとおりである。 

 

表 6-2-2 一般廃棄物の種類別の推計区分 

  平成 12 年度 平成 17 年度 

生活系ごみ 一般ごみ(未分別ごみ) 632 g/人/日 590 g/人/日

粗大ごみ 28  g/人/日 15  g/人/日

合計 660  g/人/日 605  g/人/日

事業系ごみ   17,990  千 t/年  16,245  千 t/年

総排出量注) 54,834  千 t/年

1,185  g/人/日

52,730  千 t/年

1,131  g/人/日

  注）未分別ごみを含む 
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6.2.2 平成 27 年度の一般廃棄物の発生量について 

(1)総排出量 

ごみは排出抑制、分別収集の徹底等がなされた後の 1 人 1 日あたりの排出量（以下「排

出原単位」）に、平成 27 年度における推計人口(125,430 千人)*を乗じた量とする。 

ごみ種類別の排出原単位等は以下により見込む。 

  ＊国立社会保障・人口問題研究所；「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）出生中位(死

亡中位)推計」による 

 

(2)生活系ごみ（一般ごみ：未分別ごみ） 

生活系ごみの平成 27 年度見込みは表 6-2-3 及び以下のとおりである。 

  (ｱ)紙 

未分別ごみのうち、 

○新聞紙等は平成 12 年度から 17 年度と同程度増加、さらに 20％～50％程度が資源

ごみとして分別収集されると見込む。 

○飲料用紙製容器の 10％が店頭回収され、再生利用事業者等を活用して循環利用さ

れ、残りの 50％～60％が分別収集されると見込む。 

○その他の容器包装は一部がマイバックの利用促進で減量するほか、20％程度が分

別収集されると見込む。 

○その他は平成 12 年度水準を維持すると見込む。 

(ｲ)繊維類 

未分別ごみのうち、 

○繊維類の 5％が集団回収・ちり紙交換等により回収され、再生資源業者等を活用し

て循環利用されるものとする。 

(ｳ)ペットボトル 

未分別ごみのうち、 

○飲料用・しょう油用ペットボトルの 5％が店頭回収され、再生利用事業者等を活用

して循環利用され、残りは分別収集が徹底され、分別ごみ量は増加し、平成 24 年

度の分別収集見込み量と同量が分別収集されると見込む。 

(ｴ)プラスチック 

マイバックの利用促進、量り売り商品の販売割合の増加等により未分別ごみのうち、 

○トレイ類は平成 17 年度比で 80％削減されるほか、白トレイは 10％が店頭回収、

残りの 80％が分別集されると見込む。 

○販売店の袋は平成 12 年度比で 3 分の 1 に削減されるととともに残りの 50％が分

別収集されると見込む。 

○その他の容器包装は詰替え容器使用等により削減するとともに、50％程度が分別

収集されると見込む。 

○その他のプラスチック類は平成 12 年度水準を維持すると見込む。 

(ｵ)木 

平成 12 年度水準を維持すると見込む。 
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(ｶ)厨芥類 

平成 17 年度水準を維持すると見込む。 

 (ｷ)金属 

平成 17 年度水準を維持すると見込む。 

(ｸ)ガラス 

未分別ごみのうち、 

○容器包装の排出量は平成 12 年度水準を維持すると見込み、さらに 30％程度が分別

収集されると見込む。 

○その他は平成 17 年度水準を維持すると見込む。 

(ｹ)その他（木・草、プラスチック、金属、ガラス、陶磁器・土石） 

平成 17 年度水準を維持すると見込む。 

 

(3)生活系粗大ごみ 

平成 17 年度より 10％削減（平成 12 年度比で半減）すると見込む。 

 

(4)資源ごみ 

平成 12 年度水準に加え、上記の分別収集の徹底により 90％程度増加すると見込む。 

 

(5)集団回収 

平成 17 年度より 10％増加すると見込む。 

 

(6)事業系一般ごみ 

平成 12 年度より 20％削減すると見込む。 
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表 6-2-3 生活系ごみの排出量推計 
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B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX AY AZ BA BB BC BD 

平成１２年度実績 人口（千人) 126,734 平成１７年度実績 人口（千人) 127,712 →平成２７年度見込み設計（平成１２年度基準）  人口（千人) 127,430

Ｈ１０－Ｈ１２
平均

内容例

1人1日当たり
(g/人/日)

（万ｔ／年）
1人1日当たり

(g/人/日)
（万ｔ／年）

1人1日当たり
(g/人/日)

（万ｔ／年）
1人1日当たり

(g/人/日)
（万ｔ／年）

1人1日当たり
(g/人/日)

（万ｔ／年）
1人1日当たり

(g/人/日)
（万ｔ／年） 計 計

1人1日当たり
(g/人/日)

（万ｔ／年）
1人1日当たり

(g/人/日)
（万ｔ／年）

1人1日当たり
(g/人/日)

（万ｔ／年）
1人1日当たり

(g/人/日)
（万ｔ／年）

709.1 3,280 76.7 355 632.5 2,926 703.1 3,277 143.6 670 559.2 2,607 空欄はH１２水準の維持or回復 （g/人/日） 575.6 2,683.0 67.4 314 144.1 668 508.1 2,363

1 新聞紙 新聞紙 4.3 41.5 30.2 140 9.2 43 21.0 97 4.6 55.3 32.7 152 18.1 84 14.6 68 ▲ 2.5 H12→H17の同量分増加 -2.5 -0.4% 23.5 109.4 4.7 0.7% ２０％分別 4.7 21.8 13.9 64.4 18.8 87.3

2 書籍・雑誌 単行本等の書籍出 3.8 53.0 26.9 124 10.5 48 16.4 76 3.6 59.7 25.0 116 14.9 69 10.1 47 16.4 76.6 3.3 0.5% ２０％分別 3.3 15 13.8 64 13.1 61

3 広告・チラシ・ダイレ①一枚ずつのもの チラシ、ダイレクトメ 5.3 31.3 37.4 173 8.6 40 28.8 133 4.2 25.2 45.8 213 11.5 54 34.2 160 28.8 134.1 5.8 0.9% ２０％分別 5.8 27 14.3 67 23.0 107

4 ②冊子状のもの 通販カタログ － 2.3 20.0

5 ダンボール 2.0 47.2 14.1 65 4.9 23 9.2 43 2.8 62.8 19.4 90 12.2 57 7.2 34 ▲ 5.3 H12→H17の同量分増加 -5.3 -0.8% 14.5 67.7 7.3 1.1% ５０％分別 7.3 34 12.1 56 7.3 34

6 用紙 メモ用紙、ノート、半 0.5 14.2 3.8 17 0.4 2 3.4 16 0.9 7.5 6.6 31 0.5 2 6.1 28 ▲ 2.8 H12→H17の同量分増加 -2.8 -0.4% 6.2 28.7 0.4 2 6.2 29

7 飲料用紙製容器（ア①アルコール飲料パック 0.0 10.0 0.4 2 0.0 0 0.3 2 0.0 16.7 0.1 0 0.0 0 0.1 0 0.02 0.0% 10%店頭回収 0.0 0.0% 0.3 1.4 0.2 0.0% ６０％分別 0.2 1 0.2 1 0.1 1

8 ②500mｌ以上の飲料パック         牛乳パック、ジュース 0.5 9.0 3.8 18 0.3 1 3.6 16 0.6 17.8 4.0 19 0.7 3 3.3 15 0.18 0.0% 10%店頭回収 0.2 0.0% 3.4 15.8 2.0 0.3% ６０％分別 2.0 9 2.3 11 1.4 6

9 ③500mｌ未満の飲料パック        ジュースのパック 0.0 0.3 0.3 1 0.0 0 0.3 1 0.1 0.7 0.6 3 0.0 0 0.6 3 0.14 0.0% 10%店頭回収 0.1 0.0% 0.1 0.7 0.1 0.0% ６０％分別 0.1 0 0.1 0 0.1 0

10 その他の紙製容器①食料品用パック（アルミ無し） 卵の紙製容器 0.0 8.8 0.1 0 0.0 0 0.1 0 0.1 19.9 1.0 5 0.2 1 0.8 4 0.1 0.4 0.0 0.0% ２０％分別 0.0 0 0.0 0 0.1 0

11 ②複合アルミ箔 スープのパック 0.3 0.3 1.8 9 0.0 0 1.8 9 0.2 1.3 1.1 5 0.0 0 1.1 5 1.8 8.6 0.4 0.1% ２０％分別 0.4 2 0.4 2 1.5 7

12 ③紙コップ・カップ アイスクリーム、ヨー 0.2 0.1 1.4 6 0.0 0 1.4 6 0.2 14.8 1.4 7 0.2 1 1.2 6 1.4 6.3 0.3 0.0% ２０％分別 0.3 1 0.3 1 1.1 5

13 ④コンポジット缶 ポテトチップスなどの 0.0 16.7 0.1 1 0.0 0 0.1 1 0.0 1.1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0.6 0.0 0.0% ２０％分別 0.0 0 0.0 0 0.1 0

14 ⑤紙製トレイ ヨーグルトの台紙 0.2 4.4 1.4 7 0.0 0 1.4 6 0.3 18.8 2.0 10 0.4 2 1.7 8 1.4 6.5 0.3 0.0% ２０％分別 0.3 1 0.3 2 1.1 5

15 ⑥紙箱 2.6 5.0 18.3 85 0.7 3 17.6 82 2.8 20.4 19.5 91 4.0 19 15.5 72 17.6 82.2 3.5 0.6% ２０％分別 3.5 16 4.2 20 14.1 66

16 ⑦商品の紙袋 0.3 5.5 2.2 10 0.1 0 2.1 10 0.5 25.0 3.6 17 0.9 4 2.7 12 2.1 9.9 0.4 0.1% ２０％分別 0.4 2 0.5 2 1.7 8

17 ⑧販売店の紙袋・包装紙 0.5 3.2 3.7 17 0.1 0 3.6 16 0.5 16.1 3.7 17 0.6 3 3.1 15 1.2 0.2% マイバック 1.2 0.2% 2.4 11.1 0.5 0.1% ２０％分別 0.5 2 0.6 3 1.9 9

18 ⑨その他の容器包装 緩衝剤、牛乳キャッ 0.1 14.0 0.9 4 0.1 0 0.8 4 0.1 11.2 0.8 4 0.1 0 0.7 3 0.8 3.6 0.2 0.0% ２０％分別 0.2 1 0.2 1 0.6 3

19 紙おむつ・ティッシュペーパー等使い捨て商品 8.4 0.0 59.3 274 0.0 0 59.3 274 7.8 0.6 54.9 256 0.3 1 54.6 255 4.7 0.7% H17維持 4.7 0.7% 54.6 254.6 0.0 0 54.6 254

20 容器包装以外の紙 2.0 6.2 14.0 65 0.6 3 13.3 62 2.0 7.3 14.1 66 1.0 5 13.1 61 13.3 62.2 0.6 3 13.3 62

21 繊維類 衣類、タオル 2.7 18.8 19.4 90 4.6 21 14.8 69 4.2 24.5 29.6 138 7.3 34 22.4 104 0.74 0.1% 5％を故布回収 0.7 0.1% 14.1 65.7 4.6 21 14.1 66

22 ペットボトル ＰＥＴ製容①飲料用ペットボトル 1.1 77.7 7.9 37 2.1 10 5.8 27 1.2 83.9 8.2 38 6.9 32 1.3 6 0.29 0.0% 5%店頭回収 0.3 0.0% 5.5 25.6 4.9 0.8% ９０％分別 4.9 23 7.1 33 0.5 3

23 ②しょう油用ペットボトル 0.1 69.1 0.4 2 0.1 0 0.3 1 0.1 86.5 0.6 3 0.5 2 0.1 0 0.02 0.0% 5%店頭回収 0.0 0.0% 0.3 1.4 0.3 0.0% ９０％分別 0.3 1 0.4 2 0.0 0

24 ③飲料・しょう油用以外のペットボトル 0.1 26.2 0.8 4 0.1 0 0.7 3 0.2 47.8 1.2 6 0.6 3 0.6 3 0.7 3.5 0.7 0.1% ９０％分別 0.7 3 0.7 3 0.1 0

25 トレイ類 ①発泡スチロールトレイ 食料品のトレイ 0.4 14.7 2.8 13 0.2 1 2.6 12 0.2 48.0 1.6 7 0.8 4 0.8 4 0.7 0.1% H17比80%OFF 0.13 0.0% 10%店頭回収 0.8 0.1% 1.8 8.2 1.4 0.2% ８０％分別 1.4 7 1.7 8 0.4 2

26 ②その他のトレイ 珍味・菓子等の仕切 0.4 10.6 2.8 13 0.2 1 2.6 12 0.2 46.0 1.3 6 0.6 3 0.7 3 0.6 0.1% H17比80%OFF 0.6 0.1% 2.0 9.5 0.2 1 2.0 10

27 その他のプラスチッ①ＰＥＴ製以外のプラスチックボトル洗剤、マヨネーズの 0.8 7.5 5.5 26 0.2 1 5.3 24 0.7 39.0 5.0 23 1.9 9 3.0 14 1.6 0.3% 詰め替え容器使用 1.6 0.3% 3.7 17.3 2.2 0.4% ５０％分別 2.2 10 2.5 11 1.5 7

28 ②パック・カップ コンビニ弁当、プリン 1.4 6.8 10.2 47 0.4 2 9.8 45 2.0 47.0 14.0 65 6.6 31 7.4 35 9.8 45.8 5.9 0.9% ５０％分別 5.9 27 6.3 29 3.9 18

29 ③複合アルミ箔 スナック菓子の袋 0.5 0.6 3.7 17 0.0 0 3.7 17 0.6 31.5 4.0 19 1.3 6 2.8 13 3.7 17.0 2.2 0.3% ５０％分別 2.2 10 2.2 10 1.5 7

30 ④商品の袋（アルミ無し） 2.2 0.0 15.8 73 0.0 0 15.8 73 2.1 38.1 14.5 67 5.5 26 9.0 42 ▲ 0.7 -0.1% 詰め替え容器使用により
増加 -0.7 -0.1% 16.5 76.9 9.9 1.6% ５０％分別 9.9 46 9.9 46 6.6 31

31 ⑤販売店の袋 販売店名入りの手提 2.3 0.2 16.6 77 0.0 0 16.6 77 1.8 25.2 12.8 60 3.2 15 9.6 45 11.1 1.8% H12比で1/3に削減 11.1 1.8% 5.5 25.8 3.3 0.5% ５０％分別 3.3 15 3.3 16 2.2 10

32 ⑥ラップ・ネット 商店で付されたラッ 0.7 0.1 4.6 21 0.0 0 4.6 21 0.4 28.0 2.8 13 0.8 4 2.0 9 2.6 0.4% H17維持 2.6 0.4% 2.0 9.5 1.2 0.2% ５０％分別 1.2 6 1.2 6 0.8 4

33 ⑦緩衝剤・詰め物 ｴｱｸｯｼｮﾝ、果物に付 0.1 2.4 0.9 4 0.0 0 0.9 4 0.2 27.2 1.1 5 0.3 1 0.8 4 0.9 4.3 0.6 0.1% ５０％分別 0.6 3 0.6 3 0.4 2

34 ⑧その他の容器包装・梱包材 キャップなど 0.5 15.3 3.2 15 0.3 1 3.0 14 0.4 47.8 2.7 12 1.3 6 1.4 6 1.6 0.2% H17維持 1.6 0.2% 1.4 6.5 0.8 0.1% ５０％分別 0.8 4 1.1 5 0.6 3

35 容器包装以外のプラスチック類 3.1 4.3 21.7 100 0.5 3 21.1 98 3.0 9.8 21.2 99 2.1 10 19.1 89 21.1 98.5 0.5 3 21.1 98

36 ゴム・皮革類 靴、革製品 0.6 0.1 4.5 21 4.5 21 0.9 6.1 28 6.1 28 4.5 20.9 4.5 21

37 木・竹・草類の容器包装 蒲鉾板、弁当箱、コ 0.1 0.6 0.4 2 0.4 2 0.1 0.8 4 0.8 4 0.4 2.0 0.4 2

38 容器包装以外の木・竹・草類 3.0 0.0 20.9 97 20.9 97 6.8 0.2 47.7 222 0.1 1 47.6 222 20.9 97.6 20.9 97

39 厨芥類 食べ残し、食料品・ 37.8 0.1 268.2 1,241 268.2 1,241 31.6 0.0 222.4 1,037 0.0 0 222.3 1,036 45.9 7.3% H17維持 45.9 7.3% 222.3 1,036.5 222.3 1,034

40 スチール製容器 ①飲料用容器 0.9 70.3 6.0 28 6.0 28 0.3 98.2 2.2 10 2.2 10 0.0 0 ▲ 0.040 0.0% H17維持 0.0 0.0% 0.0 0.2 6.0 28 0.0 0

41 ②その他の容器 ドロップの缶、缶詰 0.8 54.7 5.7 26 4.4 20 1.3 6 0.5 78.7 3.7 17 2.9 14 0.8 4 1.3 6.1 4.4 20 1.3 6

42 容器包装以外のスチール 0.6 3.4 4.0 19 0.1 1 3.9 18 0.4 40.6 2.9 14 1.2 5 1.7 8 3.9 18.3 0.1 1 3.9 18

43 アルミ製容器 ①飲料用容器 0.8 68.7 5.5 26 5.5 26 0.6 92.8 4.3 20 4.0 19 0.3 1 ▲ 0.3 0.0% H17維持 -0.3 0.0% 0.3 1.5 5.5 26 0.3 1

44 ②その他の容器 アルミキャップ、鍋焼 0.1 27.8 0.9 4 0.3 2 0.5 2 0.1 46.2 0.9 4 0.4 2 0.5 2 0.5 2.5 0.3 2 0.5 3

45 容器包装以外のアルミ 0.1 8.7 1.0 5 -0.1 -0 1.1 5 0.1 8.7 0.8 4 0.1 0 0.7 3 1.1 5.2 -0.1 -0 1.1 5

46 その他の金属製容器 0.0 9.5 0.1 1 0.0 0 0.1 0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.1 0.4 0.0 0 0.1 0

47 容器包装以外のそ①電池 0.1 5.6 0.6 3 0.0 0 0.6 3 0.1 17.2 0.7 3 0.1 1 0.6 3 ▲ 0.0 0.0% H17維持 0.0 0.0% 0.6 2.8 0.0 0 0.6 3

48 ②その他の金属 0.2 11.2 1.6 7 0.2 1 1.3 6 0.2 20.1 1.3 6 0.3 1 1.0 5 1.3 6.1 0.2 1 1.3 6

49 無色のガラス製容器①リターナブルびん（生きびん） 0.1 88.0 0.7 3 0.3 2 0.3 2 0.1 50.0 0.4 2 0.2 1 0.2 1 0.3 1.6 0.1 0.0% ３０％分別 0.1 0 0.4 2 0.2 1

50 　　（除ほうけい酸ガ②リターナブルびん（その他） 0.1 0.4 2 0.4 2 16.7 0.4 2.1 0.1 0.0% ３０％分別 0.1 1 0.1 1 0.3 1

51 ③ワンウェイびん 2.1 83.6 14.6 67 6.8 32 7.7 36 1.7 89.4 11.8 55 10.6 49 1.2 6 7.7 36.0 2.3 0.4% ３０％分別 2.3 11 9.2 42 5.4 25

52 茶色のガラス製容器①リターナブルびん（生きびん） 0.3 80.7 2.1 10 0.9 4 1.1 5 0.3 98.5 2.3 11 2.3 11 0.0 0 1.1 5.3 0.3 0.1% ３０％分別 0.3 2 1.3 6 0.8 4

53 　　（除ほうけい酸ガ②リターナブルびん（その他） 0.0 60.0 0.2 1 0.1 0 0.1 1 0.0 33.3 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0.6 0.0 0.0% ３０％分別 0.0 0 0.1 0 0.1 0

54 ③ワンウェイびん 1.4 86.5 10.1 47 4.9 23 5.2 24 1.2 95.6 8.3 39 7.9 37 0.4 2 5.2 24.3 1.6 0.2% ３０％分別 1.6 7 6.5 30 3.6 17

55 その他の色のガラス①リターナブルびん（生きびん） 0.1 87.6 0.5 2 0.3 1 0.3 1 0.0 33.3 0.1 1 0.0 0 0.1 0 0.3 1.3 0.1 0.0% ３０％分別 0.1 0 0.3 2 0.2 1

56 　　（除ほうけい酸・②リターナブルびん（その他） 0.0 100.0 0.3 1 0.2 1 0.1 1 0.0 0.0 0 0.0 0 0.1 0.6 0.0 0.0% ３０％分別 0.0 0 0.2 1 0.1 0

57 ③ワンウェイびん 0.5 86.6 3.6 17 1.7 8 1.8 9 0.5 96.5 3.4 16 3.3 15 0.1 1 1.8 8.6 0.6 0.1% ３０％分別 0.6 3 2.3 11 1.3 6

58 ほうけい酸ガラス・乳白色のガラス容器 アンプル 0.0 76.9 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 40.8 0.5 2 0.2 1 0.3 1 ▲ 0.3 0.0% H17維持 -0.3 0.0% 0.3 1.4 0.0 0 0.3 1

59 容器包装以外のガラス 蛍光灯、電球、試供 0.3 40.9 1.8 8 0.4 2 1.4 7 0.3 21.2 2.0 9 0.4 2 1.5 7 ▲ 0.1 0.0% H17維持 -0.1 0.0% 1.5 7.2 0.4 2 1.5 7

60 その他の可燃物 タバコの吸い殻、日 0.8 0.5 6.0 28 6.0 28 0.8 9.4 5.7 27 0.5 3 5.2 24 0.8 0.1% H17維持 0.8 0.1% 5.2 24.2 5.2 24

61 その他の不燃物 乾燥剤 1.8 11.4 12.8 59 12.8 59 2.5 9.9 17.6 82 1.7 8 15.9 74 ▲ 3.1 -0.5% H17維持 -3.1 -0.5% 15.9 74.1 15.9 74

合計 100.0 16.4 709.1 3,280 76.7 355 632.5 2,926 100.0 22.9 702.9 3,277 143.6 670 559.2 2,607 55.4 10.4% 1.51 0.2% 56.9 9.0% 575.6 2,683.0 67.4 10.7% 67.4 314 144.1 668 508.1 2,363

総排出量に対する削減率（％） 粗大ごみ除く 632.47 ｇに対する削減率　→ 8.8% 0.2% 9.0% 10.7%

粗大ごみを含む 660.06 ｇに対する削減率　→ 8.4% 0.2% 8.6% 10.2%

調査対象項目

目標年度の
資源ごみ以外

資源ごみとして分別収集されていないごみの排出抑制
（市区町村の処理・処分ラインに入らない）

製品設計・購入意識
（純減量分）

（家庭にごみとなるものを持ち込まない）

自主回収・店頭回収
（等へまわるもの）

分別の徹底で増加する資
源ごみ

目標年度の
資源ごみ

分別収集の徹底で資源ごみへ生活系ごみ(粗大・自家処理を除く) 資源ごみ
資源ごみ以外の排出抑制

後総量
資源ごみ以外

H15～H17
平均ごみ質
流出水分補

正後
（％）

資源ごみと
して分別収

集割合
（％）

生活系ごみ(粗大除く)
&直搬（生活系分）を入れてある

容リの分別回収見
込み量に見合った
量にするためＨ１２
レベルまで増量

資源ごみ 資源ごみ以外

資源ごみと
して分別収

集割合
（％）

詰替可能商品割合:６
０％
そのうち５０%が転換

詰替／本体　比：
２０％と仮定
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【参考】こみ排出量の推移と見込み量 

◆ごみ排出量 

 

 

 

◆生活系ごみ(事業系、資源ごみ、集団回収除く） 

 

 

 

◆事業系ごみ 

 

 

 

 

 

 

総排出量

(t/年) 実績 推計 見込み量 H12比増減 H17比増減
12 54,834,023 1,185 － －
13 54,681,000 1,180 0% －
14 54,199,000 1,166 -2% －
15 54,271,000 1,163 -2% －
16 53,376,000 1,146 -3% －
17 52,730,428 1,131 -5% －
18 1,129 -5% 0%
19 1,121 -5% -1%
20 1,113 -6% -2%
21 1,106 -7% -2%
22 1,099 -7% -3%
23 1,093 -8% -3%
24 1,087 -8% -4%
25 1,081 -9% -4%
26 1,075 -9% -5%
27 1,070 1,052 -10% -5%

年度
１人１日当たり排出量(g/人・日)

総排出量

(t/年) 実績 推計 見込み量 H12比増減 H17比増減
12 29,256,682 632 － －
13 29,565,677 638 1% －
14 29,055,426 625 -1% －
15 28,944,792 620 -2% －
16 28,149,492 604 -4% －
17 27,504,139 590 -7% －
18 591 -7% 0%
19 584 -8% -1%
20 578 -9% -2%
21 572 -10% -3%
22 566 -10% -4%
23 561 -11% -5%
24 556 -12% -6%
25 552 -13% -7%
26 547 -14% -7%
27 543 508 -14% -8%

年度
１人１日当たり排出量(g/人・日)

生活系ごみ
１人１日当たり排出量(g/人日)

y = 1077.3x-0.2083

R2 = 0.8511
450

500

550

600

650

700

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

年度

実績 推計 見込み量 H12比増減 H17比増減
12 17,990 － －
13 17,300 -4% －
14 17,081 -5% －
15 16,950 -6% －
16 16,538 -8% －
17 16,245 -10% －
18 16,008 -11% -1%
19 15,777 -12% -3%
20 15,561 -14% -4%
21 15,358 -15% -5%
22 15,167 -16% -7%
23 14,987 -17% -8%
24 14,816 -18% -9%
25 14,654 -19% -10%
26 14,501 -19% -11%
27 14,354 14,392 -20.2% -12%

総排出量(千t/年)
年度 事業系ごみ

総排出量(千トン/年)

y = 34835x-0.2688

R2 = 0.9637
12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

年度

ごみ排出量
１人１日当たり排出量(g/人日)

y = 1653.2x-0.1323

R2 = 0.9454
1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

年度
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6.2.3 平成 27 年度の一般廃棄物の循環利用量について 

(1)容器包装 

平成 24 年度分別収集計画見込み量が再商品化業者等により循環利用されるものとす

る。 

 

(2)容器包装以外の紙、金属、ガラス、プラスチック類 

プラスチック類は平成 17 年度より 50％増加、その他は 10％増加すると見込む。 

 

(3)繊維およびその他の肥料・飼料、スラグ等の加工製品 

平成 17 年度より 50％増加(一部を除く)と見込む。 

 

(4)集団回収量 

平成 17 年度より 10％増加すると見込む。 

 

 

6.2.4 平成 27 年度の一般廃棄物の最終処分量について 

 一般廃棄物の最終処分量は、処理対象廃棄物量及び処理施設（焼却施設、焼却施設以

外の中間処理施設）における残渣率から残渣量を算出し、残渣量と循環利用量との差分

を最終処分量とする。 

 

 

6.2.5 平成 27 年度の一般廃棄物の「等」の考え方について 

生活系一般ごみのうち、未分別の 

○飲料用紙製容器の 10％が店頭回収、 

○飲料用・しょう油用ペットボトルの 5％が店頭回収 

○発泡スチロールトレイの 10％が店頭回収 

○繊維類の 5％が集団回収・ちり紙交換等により回収 

され、再生資源業者等を活用して循環利用されるものとする。 
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6.3 廃棄物の「等」に関する基本的な設定事項及び条件等について 

 廃棄物の「等」の排出量及び循環利用量等の平成 27 年度の見込みは、現状における

産業廃棄物の実績値と現行の平成 22 年度の循環基本計画の目標値に対する達成度合い

等を考慮し設定を行った。 

 その結果は、表 6-3-1～表 6-3-12 のとおりである。 

 

表 6-3-1 燃え殻（非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 82 1.00 82 1.00 - -

平成17年度 0 0.00 0 0.00 - -

現行計画目標 平成22年度 82 1.00 82 1.00 - -

見込み 平成27年度 82 1.00 82 1.00 - -

減量化量 最終処分量

○産業廃棄物の燃え殻と同
じ、見込みとする

○産業廃棄物の燃え殻と同
じ、見込みとする

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-3-2 鉱さい（非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 3,229 1.00 3,229 1.00 - -

平成17年度 2,340 0.72 1.00 2,340 0.72 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 3,229 1.00 1.38 3,229 1.00 1.38 - -

見込み 平成27年度 3,314 1.03 1.42 3,314 1.03 1.42 - -

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○産業廃棄物の鉱さいと同
じ、見込みとする

○産業廃棄物の鉱さいと同
じ、見込みとする

 

 

表 6-3-3 ばいじん（非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 386 1.00 386 1.00 - -

平成17年度 99 0.26 1.00 99 0.26 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 459 1.19 4.64 459 1.19 4.64 - -

見込み 平成27年度 459 1.19 4.64 459 1.19 4.64 - -

減量化量 最終処分量

○産業廃棄物のばいじんと
同じ、見込みとする

○産業廃棄物のばいじんと
同じ、見込みとする

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 



 82

表 6-3-4 金属くず（金属系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 427 1.00 427 1.00 - -

平成17年度 80 0.19 1.00 80 0.19 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 427 1.00 5.34 427 1.00 5.34 - -

見込み 平成27年度 427 1.00 5.34 427 1.00 5.34 - -

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○産業廃棄物の金属くずと
同じ、見込みとする

○産業廃棄物の金属くずと
同じ、見込みとする

 

 

表 6-3-5 廃油（化石系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 57 1.00 57 1.00 - -

平成17年度 4 0.07 1.00 4 0.07 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 57 1.00 14.25 57 1.00 14.25 - -

見込み 平成27年度 57 1.00 14.25 57 1.00 14.25 - -

減量化量 最終処分量

○産業廃棄物の廃油と同
じ、見込みとする

○産業廃棄物の廃油と同
じ、見込みとする

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-3-6 紙くず（バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 372 1.00 372 1.00 - -

平成17年度 447 1.20 1.00 447 1.20 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 372 1.00 0.83 372 1.00 0.83 - -

見込み 平成27年度 581 1.56 1.30 581 1.56 1.30 - -

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○産業廃棄物の紙くずと同
じ、見込みとする

○産業廃棄物の紙くずと同
じ、見込みとする

 

 

表 6-3-7 もみがら（バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 208 1.00 0 182 1.00 26 1.00 -

平成17年度 202 0.97 1.00 0 175 0.96 1.00 27 1.04 1.00 -

現行計画目標 平成22年度 208 1.00 1.03 0 170 0.93 0.97 38 1.46 1.41 -

見込み 平成27年度 202 0.97 1.00 0 175 0.96 1.00 27 1.04 1.00 -

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実
績)を維持する

○現状(平成17年度実
績)を維持する

自然還元

○現状(平成17年度実
績)を維持する

実績

考え方

発生 循環利用量
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表 6-3-8 稲わら（バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 954 1.00 0 915 1.00 39 1.00 -

平成17年度 923 0.97 1.00 0 897 0.98 1.00 26 0.67 1.00 -

現行計画目標 平成22年度 954 1.00 1.03 0 914 1.00 1.02 40 1.03 1.54 -

見込み 平成27年度 923 0.97 1.00 0 897 0.98 1.00 26 0.67 1.00 -

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実
績)を維持する

○現状(平成17年度実
績)を維持する

自然還元

○現状(平成17年度実
績)を維持する

 
 

表 6-3-9 麦わら（バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 90 1.00 0 68 1.00 22 1.00 -

平成17年度 105 1.17 1.00 0 77 1.13 1.00 28 1.27 1.00 -

現行計画目標 平成22年度 90 1.00 0.86 0 67 0.99 0.87 23 1.05 0.82 -

見込み 平成27年度 105 1.17 1.00 0 77 1.13 1.00 28 1.27 1.00 -

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実
績)を維持する

○現状(平成17年度実
績)を維持する

自然還元

○現状(平成17年度実
績)を維持する

実績

考え方

発生 循環利用量

 
 

表 6-3-10 古紙（バイオマス系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 1,377 1.00 1,377 1.00 - -

平成17年度 1,005 0.73 1.00 1,005 0.73 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 1,377 1.00 1.37 1,377 1.00 1.37 - -

見込み 平成27年度 1,005 0.73 1.00 1,005 0.73 1.00 - -

減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する

実績

考え方

発生 循環利用量

 

 

表 6-3-11 ガラスびん（非金属鉱物系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 300 1.00 300 1.00 - -

平成17年度 205 0.68 1.00 205 0.68 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 300 1.00 1.46 300 1.00 1.46 - -

見込み 平成27年度 205 0.68 1.00 205 0.68 1.00 - -

実績

考え方

発生 循環利用量 減量化量 最終処分量

○現状(平成17年度実績)を
維持する

○現状(平成17年度実績)を
維持する
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表 6-3-12 金属類；産業機器類（金属系） 

（単位:万t)
対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17 対H12 対H17

平成12年度 2,700 1.00 2,700 1.00 - -

平成17年度 2,556 0.95 1.00 2,556 0.95 1.00 - -

現行計画目標 平成22年度 3,241 1.20 1.27 3,241 1.20 1.27 - -

見込み 平成27年度 2,661 0.99 1.04 2,661 0.99 1.04 - -

減量化量 最終処分量

○平成17年に対して平成27
年を104％とする

○平成17年に対して平成27
年を104％とする

実績

考え方

発生 循環利用量
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6.4 廃棄物等の平成 27 年の循環利用量等について 

各種３Ｒ政策の実施等により、実現可能な平成 27 年の循環利用量等の水準は以下の

とおりである。 

 

1）バイオマス系循環資源について 

 ①バイオマス系循環資源については、下水道などの汚水処理施設の整備により、処理

する有機性汚泥が増えるという増加要因と家庭などからの紙ごみや生ごみなどの発

生抑制を進めるという減少要因があり、廃棄物等発生量全体でみた比率は 55.5％

（平成 17 年度）から 55.5％（平成 27 年度）程度と横ばいで推移するものと考えら

れる。 

 ②循環利用（リユース・リサイクル）については、家庭・オフィスなどからの紙ごみ

や工場から出る紙くずを再生紙などとして利用すること、生ごみや家畜のふん尿など

を肥料・飼料などとして利用すること、木くずを再生木材などとして利用することな

どにより循環利用する比率が 16％（平成 17 年度）から 17％（平成 27 年度）程度に

増加するものと考えられる。 

 

2）非金属鉱物系循環資源について 

 ①非金属鉱物系循環資源については、建設・解体工事に伴うがれき類の発生などの増

加要因があり、廃棄物等発生量全体でみた比率は 35％（平成 17 年度）から 36％（平

成 27 年度）程度に微増するものと考えられる。 

 ②循環利用については、家庭から出るガラスびん等のリサイクル、無機性の汚泥やが

れき類を建設資材として活用することなどにより循環利用する比率が 66％（平成

17 年度）から 69％（平成 27 年度）程度に増加するものと考えられる。 

 

3）金属系循環資源について 

 ①金属系循環資源については、建設現場から発生する解体くずや産業機械の廃棄など

の増加要因があり、廃棄物等発生量全体でみた比率は 6.7％（平成 17 年度）から

7.3％（平成 27 年度）程度に増加するものと考えられる。 

 ②循環利用については、家電などからの金属回収が増加することによって循環利用す

る比率が 97％（平成 17 年度）から 98％（平成 27 年度）程度に増加するものと考

えられる。 

 

4）化石燃料系循環資源について 

 ①化石燃料系循環資源については、発生量はほぼ横ばいで推移し、廃棄物等発生量全

体でみた比率も 2.6％（平成 17 年度）から 2.6％（平成 27 年度）程度と横ばいと

考えられる。 

 ②循環利用については、容器包装廃棄物の循環利用が促進することなどによって循環

利用する比率が 31％（平成 17 年度）から 49％（平成 27 年度）程度に増加するも
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のと考えられる。 

  

5）全体について 

 ①循環利用量については、廃棄物等発生量のうち循環利用されるものの比率が 39％

（平成 17 年度）から 43％（平成 27 年度）程度に増加するものと考えられる。 

 ②焼却・脱水などによる減量化については、41%（平成 17 年度）から 44％（平成 22

年度）程度になるものと考えられる。 

 ③最終処分量は、32 百万トン（平成 17 年度）から 23 百万トン（平成 27 年度）程度

に減少すると考えられる。 
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表 6-4-1 平成 27 年度の循環利用量等 

内訳

(単位：万トン)
平成12年度

実績
平成17年度

実績

平成22年度
現行計画
目標値

H27/H12
平成27年度
見込み値

平成12年度
実績

H17
循環率

平成17年度
実績

平成22年度
現行計画
目標値

H27
循環率

平成27年度
見込み値

平成12年度
実績

平成17年度
実績

平成22年度
現行計画
目標値

平成27年度
見込み値

平成12年度
実績

平成17年度
実績

平成22年度
現行計画
目標値

H27
減量化率

平成27年度
見込み値

平成12年度
実績

平成17年度
実績

平成22年度
現行計画
目標値

H27
処分率

平成27年度
見込み値

紙くず 1,904 2,001 1,723 98% 1,865 448 28% 554 762 35% 662 - - - - 1,236 1,275 866 59% 1,103 221 172 95 5% 100

木竹草類等 287 439 289 98% 281 3 4% 18 29 7% 20 - - - - 231 374 234 83% 232 53 47 26 10% 28

繊維くず 141 181 132 100% 141 20 12% 22 20 21% 29 - - - - 101 130 101 63% 88 20 29 11 17% 23

厨芥 1,804 1,587 1,570 85% 1,535 13 5% 76 156 8% 116 - - - - 1,545 1,362 1,274 87% 1,340 246 149 140 5% 78

し尿,浄化槽汚泥 2,997 2,515 2,997 84% 2,515 70 1% 31 71 3% 71 - - - - 2,755 2,398 2,903 96% 2,421 172 85 23 1% 23

下水汚泥 7,580 7,961 9,609 113% 8,595 191 3% 207 242 3% 242 - - - - 7,294 7,698 9,242 97% 8,321 95 56 125 0% 32

他有機汚泥 3,954 4,943 3,842 125% 4,943 331 14% 711 416 16% 795 - - - - 3,001 3,813 3,123 77% 3,813 622 419 303 7% 335

紙くず 588 622 588 129% 756 479 90% 558 483 92% 697 - - - - 90 52 98 7% 52 19 11 7 1% 6

木くず 551 595 572 104% 572 206 63% 377 464 81% 464 - - - - 290 174 89 16% 89 55 45 19 3% 19

繊維くず 14 9 14 66% 9 7 32% 3 12 45% 4 - - - - 5 4 1 44% 4 2 2 1 11% 1

動植物性残さ 405 321 405 79% 321 126 54% 174 322 54% 174 - - - - 251 136 55 42% 136 28 11 28 3% 11

ゴムくず 4 5 4 137% 5 1 35% 2 1 35% 2 - - - - 0 1 1 21% 1 3 2 2 44% 2

家畜ふん 9,049 8,720 9,049 96% 8,720 1,357 14% 1,237 1,810 15% 1,329 7,219 7,012 7,003 7,012 356 340 356 4% 340 117 131 96 0% 39

家畜死体 16 20 16 122% 20 13 63% 12 13 66% 13 - - - - 1 4 1 23% 5 2 3 2 10% 2

古紙(紙） 1,377 1,005 1,375 73% 1,005 1,377 100% 1,005 1,375 100% 1,005 - - - - - - - - - - - - - -

紙くず(一廃⇒等) 0 0 109 2 0 0 109 100% 2 - - - - - - - - - - - - - -

木竹草類等(一廃⇒等) 0 0 7 0 0 0 7 0 - - - - - - - - - - - - - -

繊維(一廃⇒等) 0 0 0 3 0 0 0 100% 3 - - - - - - - - - - - - - -

もみがら 208 202 208 97% 202 0 0% 0 0 0% 0 182 175 176 175 26 26 38 13% 26 - - - - -

稲わら 954 923 954 97% 923 0 0% 0 0 0% 0 915 897 915 897 39 25 40 3% 25 - - - - -

麦わら 90 105 90 117% 105 0 0% 0 0 0% 0 68 77 68 77 22 28 23 27% 28 - - - - -

小計 31,923 32,153 33,553 102% 32,517 4,643 16% 4,987 6,292 17% 5,629 8,384 8,162 8,161 8,162 17,242 17,843 18,445 55% 18,027 1,655 1,162 878 2% 700

ガラス 263 184 247 71% 186 98 51% 94 123 51% 94 - - - - 1 0 1 0% 0 163 90 123 49% 92

陶磁器類 147 136 148 69% 101 4 4% 6 6 3% 4 - - - - 1 0 1 0% 0 143 130 141 97% 97

燃え殻 271 186 271 99% 268 145 67% 124 225 84% 225 - - - - 41 27 28 3% 8 85 35 18 13% 35

他無機汚泥 6,561 5,135 6,689 78% 5,135 861 14% 739 1,080 16% 826 - - - - 4,716 3,961 5,128 77% 3,961 984 435 481 7% 348

上水汚泥 823 730 856 104% 856 38 7% 51 60 11% 92 - - - - 727 650 745 87% 745 58 29 51 2% 19

廃酸 294 248 294 84% 248 72 39% 97 72 40% 100 - - - - 206 132 206 53% 132 16 18 16 6% 16

廃アルカリ 156 208 156 100% 156 43 22% 46 43 29% 46 - - - - 104 145 104 65% 101 9 17 9 6% 9

ガラス陶磁器 637 456 637 72% 456 367 67% 305 535 82% 374 - - - - 1 0 0 0% 0 269 151 102 18% 82

鉱さい 4,874 4,959 4,874 102% 4,959 4,527 95% 4,731 4,726 96% 4,754 - - - - 0 0 0 0% 0 347 228 148 4% 205

がれき類 5,883 6,056 7,036 119% 6,975 4,895 95% 5,765 6,684 96% 6,684 - - - - 0 0 0 0% 0 988 291 352 4% 291

ばいじん 1,463 1,833 1,743 119% 1,743 997 73% 1,339 1,429 79% 1,376 - - - - 84 222 231 9% 164 382 272 83 12% 203

ガラスびん 300 205 300 68% 205 300 100% 205 300 100% 205 - - - - - - - - - - - - - -

ｶﾞﾗｽ陶磁器(一廃⇒等) 0 0 24 0 0 0 24 0 - - - - - - - - - - - - - -

小計 21,672 20,335 23,275 98% 21,287 12,347 66% 13,501 15,307 69% 14,778 - - - - 5,881 5,138 6,444 24% 5,111 3,444 1,696 1,524 7% 1,397

一廃 金属くず 247 176 248 74% 183 167 72% 127 199 71% 130 - - - - 1 0 2 0% 0 78 49 47 29% 52

産廃 金属くず 1,237 1,175 1,237 123% 1,522 1,107 95% 1,113 1,176 97% 1,482 - - - - 0 0 0 0% 0 130 61 61 3% 39

等 産業機械類(金属) 2,700 2,556 3,241 99% 2,661 2,700 100% 2,556 3,241 100% 2,661 - - - - - - - - - - - - -

小計 4,184 3,906 4,726 104% 4,365 3,974 97% 3,796 4,616 98% 4,273 - - - - 1 0 2 0% 0 208 110 108 2% 92

一廃 廃プラ(PET含む) 720 579 693 73% 527 31 18% 107 138 33% 173 - - - - 562 405 500 62% 328 127 67 55 5% 27

廃油 382 351 382 106% 404 141 38% 134 156 53% 213 - - - - 225 206 225 47% 189 16 10 1 0% 2

廃プラ 579 605 579 104% 605 142 38% 230 196 62% 373 - - - - 177 180 177 25% 154 260 195 206 13% 79

等 廃プラ(一廃⇒等) 0 0 6 2 0 0 6 100% 2 - - - - - - - - - - - - - -

小計 1,681 1,535 1,660 91% 1,538 314 31% 471 496 49% 760 - - - - 964 791 902 44% 670 403 273 262 7% 107

合計 59,460 57,929 63,214 100% 59,707 21,278 39% 22,754 26,711 43% 25,441 8,384 8,162 8,161 8,162 24,088 23,772 25,793 40% 23,808 5,710 3,241 2,772 4% 2,296

バ
イ
オ
マ
ス
系

非
金
属
鉱
物
系

金
属
系

化
石
系

一廃

産廃

等

産廃

等

 減量化量  最終処分量

一廃

産廃

廃棄物等の内訳 発生  循環利用量  自然還元量

 


